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答
昨
年
、
画
伯
の
遺
族
か

ら
本
市
に
収
蔵
並
び
に
展
示

施
設
の
確
保
を
条
件
に
作
品

の
一
括
寄
贈
の
申
し
出
が
あ

り
、
ま
た
、
土
地
・
建
物
の

現
在
の
所
有
者
か
ら
売
却
の

意
向
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
機

を
逃
せ
ば
遺
品
が
散
在
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
記
念
館
の

整
備
に
よ
り
、
芸
術
文
化
の

継
承
や
地
域
の
活
性
化
の
契

機
に
し
た
い
。

問
市
民
が
地
元
出
身
画
家

の
作
品
を
日
常
的
に
鑑
賞
で

き
る
よ
う
に
、
市
は
力
を
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
記
念
館
構
想
へ

の
市
民
の
疑
念
は
払

拭
で
き
て
い
な
い
。

答
専
用
美
術
館
の

計
画
が
な
い
中
で
、

他
の
芸
術
家
の
作

品
、
企
画
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
継
続
し

て
特
別
企
画
展
な
ど

を
企
画
し
て
い
き
た

い
。

木
造
住
宅
の
耐
震
化
へ

の
補
助
制
度
の
拡
充
を

問
熊
本
地
震
か
ら
汲
み
取

る
教
訓
と
し
て
、
木
造
住
宅
の

耐
震
化
を
促
進
す
べ
き
だ
。
耐

震
化
の
現
状
と
課
題
は
何

か
。
ま
た
、
寝
室
や
居
間
な
ど

の
部
分
耐
震
改
修
も
市
の
補

助
制
度
に
加
え
、
大
地
震
か
ら

市
民
の
命
を
守
る
対
策
と
し

て
必
要
で
は
な
い
か
。

答
本
市
の
木
造
住
宅
耐
震

化
率
は
72
・
３
％
、
県
平
均

の
79
・
２
％
に
比
べ
て
も
低

い
。
多
額
の
費
用
負
担
が
か

か
る
こ
と
が
課
題
だ
。
本
市

の
補
助
事
業
は
建
物
全
体
を

改
修
す
る
工
事
を
対
象
に
し

た
い
。

問
各
自
治
体
の
創
意
や
工

夫
か
ら
、
簡
易
改
修
や
シ
ェ

ル
タ
ー
へ
の
補
助
制
度
が
全

国
に
広
が
っ
て
い
る
。
本
市

で
も
ぜ
ひ
、
対
象
に
加
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
民
家
が
倒
壊
し
て
も
一

部
分
の
部
屋
の
空
間
を
確
保

し
生
命
を
守
る
こ
と
は
、
経

済
的
負
担
も
小
さ
く
、
工
事

も
短
期
間
で
完
了
で
き
る
。

　
今
後
、
先
進
都
市
の
制
度

や
運
用
状
況
を
調
査
研
究

し
、
補
助
制
度
の
拡
充
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
相
対
的
貧
困
は
６
人
に

１
人
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
お

い
て
は
５
割
強
と
言
わ
れ
て

い
る
。
親
の
貧
困
に
よ
る
不

利
益
や
困
難
は
子
供
の
将
来

に
わ
た
っ
て
影
響
し
、
次
世

代
へ
引
き
継
が
れ
て
い
く
傾

向
に
あ
り
、
外
か
ら
も
見
え

に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
る

が
、
現
在
の
取
り
組
み
と
方

向
性
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
今
年
度
、
児
童
扶
養
手

当
の
現
況
届
け
出
提
出
時
に

ど
の
よ
う
な
支
援
が
望
ま
れ

て
い
る
か
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
う
。
事
業
の
実
施
形

態
は
こ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
地
域
の
意
見
や
協
力
を

頂
き
な
が
ら
、
検
討
を
継
続

す
る
。

問
国
も
こ
れ
ら
の
事
業
に

補
助
を
し
て
、
重
点
施
策
の

一
つ
と
し
て
い
る
。
社
会
福

祉
課
、
子
育
て
支
援
課
、
学

校
教
育
課
が
し
っ
か
り
連
携

し
て
制
度
を
構
築
す
る
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、
制
度
設
計

の
段
階
か
ら
学
識
経
験
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
民
間
の
知

恵
を
拝
借
し
関
わ
っ
て
頂
け

る
施
策
を
早
期
に
実
現
し
て

ほ
し
い
が
ど
う
か
。

答
よ
り
実
効
性
の
あ
る
施

策
と
な
る
よ
う
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
民
間
の
意
見
、
協

力
を
得
な
が
ら
市
全
体
で
取

り
組
み
、
可
能
な
部
分
か
ら

積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
。

空
き
家
改
修
等
支
援

事
業
の
拡
大
を

問
こ
の
事
業
は
周
辺
地
域

に
お
け
る
空
き
家
の
流
動
化

と
移
住
者
の
増
加
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
広
島
県
内
の
空
き
家
の
戸

数
は
25
年
で
22
万
１
３
０
０

戸
で
あ
り
、
空
き
家
率
は
全

国
を
上
回
る
15
・
９
％
。
そ

の
う
ち
、
活
用
予
定
の
な
い

空
き
家
は
10
万
１
４
０
０
戸

あ
る
。
久
井
町
、
大
和
町
、

本
郷
駅
周
辺
、
三
原
駅
周
辺

の
空
き
家
調
査
で
は
空
き
家

率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
平
成
27
年
度
の
空
き
家

改
修
等
支
援
事
業
の
利
用
状

況
は
、
家
財
整
理
補
助
４

件
、
改
修
費
補
助
１
件
で
あ

る
。
空
き
家
率
は
久
井
町

13
・
９
％
、
大
和
町
12
・

２
％
、
本
郷
駅
周
辺
７
・

１
％
、
西
町
16
％
、
本
町

14
％
、
館
町
12
・
４
％
な
ど

で
あ
る
。

問
周
辺
地
域
以
外
で
も
空

き
家
率
の
高
い
地
域
が
あ

り
、
こ
の
地
域
の
空
き
家
は

古
い
家
が
大
半
で
密
集
し
て

い
る
た
め
、
災
害
時
は
非
常

に
危
険
で
あ
る
。
近
隣
市
町

の
同
種
の
補
助
要
件
は
全
市

を
対
象
と
し
て
い
る
。
本
市

も
対
象
を
市
全
域
に
拡
大
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
市
内
全
域
の
空
き
家
の

実
態
を
把
握
し
た
上
で
検
討

す
る
。

学
習
支
援
と
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

萩は
ぎ　

 

由ゆ

美み

子こ 

議
員

問
秦
森
康
屯
記
念
館
整
備

事
業
は
市
民
合
意
を
得
て
い

な
い
。
本
市
が
購
入
し
よ
う

と
い
う
土
地
・
建
物
は
「
売

家
」
の
中
古
物
件
で
あ
り
、

持
ち
主
は
康
屯
氏
と
は
縁
も

ゆ
か
り
も
な
い
方
だ
。「
市

長
の
地
元
対
策
で
は
な
い

か
」
と
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
本
市
出
身
の
画
家

は
ほ
か
に
も
い
る
。
な
ぜ
一

人
の
画
家
の
み
の
記
念
館
な

の
か
。
市
行
政
が
介
入
す
べ

き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

合
意
な
き
「
秦は

た

森も
り

康こ
う

屯と
ん

」
記
念
館

事
業
は
中
止
す
べ
き 寺て

ら
田だ 

元も
と

子こ 

議
員

購入予定地内にある墓地
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問
中
山
間
地
域
活
性
化
事

業
は
、
住
民
自
治
組
織
が
中

心
と
な
り
、
地
域
計
画
を
策

定
し
、
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
こ
の
事
業
の
充
実
と
地

域
の
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
住
民
と
行
政
を
取
り
持

つ
集
落
支
援
員
の
増
員
や
中

山
間
地
域
対
策
本
部
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。

答
中
山
間
地
域
の
活
性
化

の
取
り
組
み
の
中
で
、
活
動

の
担
い
手
や
活
動
を
支
援
す

る
人
材
確
保
が
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
活
性
化
を
推
進
す

る
た
め
に
、
集
落
支
援
員
の

配
置
拡
大
も
含
め
た
活
動
の

担
い
手
の
確
保
や
、
地
域
課

題
に
即
し
た
支
援
策
、
推
進

体
制
の
整
備
に
つ
い
て
、
検

討
を
進
め
る
。

問
本
市
の
人
口
減
は
全
国

平
均
よ
り
早
い
ス
ピ
ー
ド
で

進
ん
で
い
る
。
Ｕ
タ
ー
ン
・

Ｉ
タ
ー
ン
な
ど
定
住
促
進
の

取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。

創
志
会
で
視
察
し
た
石
川
県

羽
咋
市
で
は
、「
空
き
農
家・

問
市
民
総
参
加
へ
の
取
り

組
み
が
望
ま
れ
る
が
、
今
後

の
取
り
組
み
が
重
要
視
さ
れ

る
本
事
業
の
意
義
・
目
的
に

つ
い
て
、
ま
た
、
事
業
計
画

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問

う
。

答
観
光
の
ま
ち
三
原
の
実

現
を
目
的
に
取
り
組
む
。
ま

た
、
市
民
が
三
原
の
魅
力
を

再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

ふ
る
さ
と
三
原
の
郷
土
愛
の

醸
成
に
つ
な
げ
て
い
く
。
市

民
団
体
が
、
積
極
的
に
参
加

で
き
る
よ
う
支
援
を
行
い
、

市
民
総
参
加
の
事
業
と
な
る

よ
う
取
り
組
む
。
市
民
の
認

知
度
向
上
に
つ
い
て
は
、
事

業
内
容
に
つ
い
て
情
報
誌
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
あ
ら
ゆ

る
媒
体
を
活
用
し
て
情
報
発

信
に
努
め
る
。

観
光
事
業
に
つ
い
て

問
久
和
喜
竜
王
線
は
、
事

業
着
手
か
ら
25
年
、
事
業
費

農
地
情
報
バ
ン
ク
」
を
設
置

し
、
農
家
と
農
地
を
セ
ッ
ト

に
し
た
定
住
促
進
が
行
わ
れ

て
お
り
、
現
在
13
家
族
が
移

住
入
居
し
て
い
る
。
本
市
で

も
「
空
き
農
家
・
農
地
情
報

バ
ン
ク
」
で
定
住
促
進
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

答
空
き
家
バ
ン
ク
は
平
成

25
年
度
か
ら
27
年
度
の
３
年

間
で
20
世
帯
38
人
が
本
市
へ

移
住
し
て
い
る
。
空
き
農
家

や
農
地
情
報
に
つ
い
て
も
有

効
な
方
策
の
一
つ
と
し
て
課

題
の
抽
出
や
地
域
の

意
向
の
把
握
に
努

め
、検
討
を
進
め
る
。

問
定
住
の
た
め
の

貸
付
制
度
を
作
っ

て
、
移
住
者
住
宅
支

援
事
業
に
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
。

答
現
在
計
画
し
て

い
る
市
内
に
初
め
て

取
得
す
る
住
宅
の
購

入
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
「
フ
ァ
ー
ス

ト
マ
イ
ホ
ー
ム
応
援

約
30
億
円
を
費
や
し
、
久
和

喜
町
か
ら
竜
王
山
へ
の
景
観

林
道
が
開
通
す
る
。
こ
れ
を

期
に
、
通
年
的
に
観
光
客
を

呼
び
込
め
る
条
件
整
備
が
必

要
と
な
る
。

　
地
域
に
お
け
る
農
と
観
光

を
コ
ラ
ボ
し
た
事
業
が
必
要

と
思
う
。
地
域
振
興
策
と

地
域
支
援
員
等
の
人

員
配
置
は
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
竜
王
山

と
筆
影
山
を
周
遊
で

き
る
空
中
ケ
ー
ブ
ル

等
の
活
用
を
考
え
ら

れ
な
い
か
問
う
。

答
竜
王
山
と
筆
影

山
は
瀬
戸
内
海
の
多

島
美
を
眺
望
で
き
る

本
市
を
代
表
す
る
観

光
地
で
あ
る
。

　

林
道
開
通
を
機
に

過
疎
化
に
対
応
す
る

た
め
、
既
存
の
定
住

支
援
、
農
業
支
援
、

創
業
支
援
策
等
の
活

用
や
、
30 

ha
の
農
地

事
業
」
の
制
度
設
計
を
す
る

中
で
、
助
成
に
加
え
て
貸
付

も
含
め
検
討
す
る
。

耕
作
放
棄
地
対
策
に

つ
い
て

問
２
０
１
５
年
農
林
業
セ

ン
サ
ス
で
は
本
市
の
耕
作
放

棄
地
面
積
は
９
２
６
ha
で
あ

る
。
耕
作
放
棄
地
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考

え
て
い
る
か
。

答
再
生
可
能
な
農
地
に
つ

い
て
は
所
有
者
に
対
し
営
農

意
欲
を
確
認
し
、
農
地
の
復

元
を
依
頼
し
、
農
地
中
間
管

理
機
構
の
活
用
を
指
導
す

る
。
再
生
困
難
な
農
地
は
、

農
地
か
ら
除
外
す
る
手
続
き

等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

活
用
、
特
色
あ
る
農
産
物
、

担
い
手
育
成
も
含
め
意
欲
あ

る
農
業
者
と
連
携
し
、
検
討

す
る
。

　
観
光
客
の
長
時
間
滞
在
に

つ
い
て
は
、
飲
食
や
物
販
な

ど
の
機
能
充
実
・
強
化
を
研

究
す
る
。

　
支
援
員
を
含
む
地
域
振
興

策
に
つ
い
て
は
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
や
関
係
部
署
と
連

携
し
検
討
す
る
。

　
竜
王
山
と
筆
影
山
の
周
遊

手
段
に
つ
い
て
は
、
林
道
開

通
後
の
状
況
や
観
光
客
の
動

向
を
見
な
が
ら
総
合
的
に
考

え
て
い
く
。

瀬
戸
内
三
原
築
城
４
５
０
年
事
業
、
市
民

総
参
加
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

陶す
え　

 

範の
り

昭あ
き 

議
員

七し
ち
川か
わ 

義よ
し
明あ
き 

議
員

米作から白ネギに転作

竜王山山頂に整備されている観光看板
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問
空
き
家
対
策
は
、
定
住

促
進
か
ら
人
口
獲
得
に
つ
な

が
る
手
段
と
言
っ
て
き
た
。

　

空
家
対
策
特
措
法
施
行

後
、
実
効
的
に
取
り
組
み
に

く
い
問
題
・
課
題
が
見
え
て

き
た
が
そ
れ
に
つ
い
て
聞

く
。

❶
空
き
家
の
持
ち
主
が
見
つ

か
ら
な
い
場
合
。

❷
資
金
的
・
相
続
問
題
な
ど

で
対
応
で
き
な
い
場
合
。

　
ま
た
、
他
市
が
実
施
し
て

い
る
、
行
政
が
解
体
す
る
費

用
を
差
し
引
い
て
買
い
取
る

か
、
ま
た
は
、
無
償
提
供
を

受
け
取
る
よ
う
な
施
策
を
検

討
し
た
ら
ど
う
か
。

答
❶
空
き
家
の
所
有
者
が

不
明
な
場
合
は
、
固
定
資
産

台
帳
か
ら
納
税
管
理
人
を
特

定
し
、
対
処
し
て
い
る
。

❷
資
金
的
に
対
応
で
き
な

い
、
相
続
問
題
等
の
複
雑
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
場
合
、

文
書
送
付
、
面
談
で
指
導
を

行
い
対
応
す
る
。
し
か
し
、

多
く
は
速
や
か
に
対
応
に
至

ら
ず
苦
慮
し
て
お
り
、
専
門

家
を
委
員
と
し
た
、
空
き
家

対
策
協
議
会
を
設
置
し
、
意

見
を
聞
き
な
が
ら
適
切
に
対

応
す
る
。

問
住
民
生
活
へ
の
影
響
を

考
え
、
す
ぐ
に
対
応
が
必
要

と
思
わ
れ
る
危
険
空
き
家

を
、
行
政
代
執
行
す
る
の
は

最
終
手
段
で
あ
る
が
、
助

言
、
指
導
、
勧
告
、
改
善
命

令
、
執
行
の
手
順
に
5
年
、

10
年
か
か
る
の
で
は
住
民
は

失
望
す
る
。
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

答
行
政
代
執
行
ま
で
の
時

間
は
、各
ケ
ー
ス
に
よ
っ

て
異
な
る
。
今
後
、
行

政
代
執
行
ま
で
の
事
務

フ
ロ
ー
図
を
作
成
す
る

な
ど
適
切
に
実
施
し
た

い
と
考
え
る
。

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

戦
略
に
つ
い
て

問
発
信
さ
れ
る
情
報

は
、目
的
、市
内
向
け
、

市
外
向
け
が
整
理
さ
れ
て
い

る
か
。

　
ま
た
、
様
々
な
部
門
で
取

り
組
ま
れ
て
お
り
、
組
織
的

に
一
元
化
さ
れ
て
い
る
か
。

答
広
報
に
は
、
住
民
向
け

に
行
政
や
生
活
情
報
を
提
供

す
る
役
割
と
観
光
客
や
定
住

促
進
の
た
め
、
観
光
資
源
・

文
化
・
歴
史
・
子
育
て
環
境

な
ど
の
魅
力
を
発
信
す
る
役

割
が
あ
る
。

　
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い

て
は
、
本
市
の
魅
力
・
特
徴

を
市
外
に
発
信
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
本
市
へ
の
愛
着

形
成
が
不
可
欠
と
考
え
る
。

　
幅
広
く
広
報
を
担
う
人
材

の
育
成
と
、
庁
内
の
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
の
重
要
性
を
各
部

門
で
共
有
化
し
、
一
体
化
を

図
る
。

倒
壊
危
険
空
き
家
の
対
策
に
つ
い
て

正し
ょ
う

田だ 

洋よ
う

一い
ち 

議
員

一　　般　　質　　問

千葉県四街道市のシティプロモーション

平成 27 年度政務活動費の執行報告
　政務活動費は、地方自治法と条例に基づき、市議会議員の調査研究その他の活動に資するための必要な経
費の一部として、議会の会派に交付されているものです。
　平成27年度、各会派に交付された政務活動費は、次のとおりです。

☆年度中途解散のため、解散月までの交付額とします。
※１人当たり、月額25,000円を会派に交付しています。
※創志会の所属議員は、4月～ 8月は5人、9月～ 3月は4人。　※志成会の所属議員は、4月～ 5月は6人、6月～ 3月は4人。
※新風会は、5月11日結成。所属議員は、6月～ 7月は4人、8月～ 3月は6人。　※新生会は、8月11日結成。

〔支出項目の説明〕
資料作成費：会派が行う活動に必要な資料の作成に要する経費
資料購入費：�会派が行う活動に必要な図書、資料などの購入に要

する経費

研修会議費：�研修会の講師謝礼。会議のための費用。研修会の参
加負担金

活 動 旅 費：調査研究及び要請・陳情活動のための旅費
事　務　費：備品購入費、通信費、文具費、消耗品費など

（単位：円）

会　派

項　目

創志会
４人

公明党
３人

市民連合
５人

志成会
４人

新風会
６人

新生会
３人

是々非々の会
１人

日本共産党
１人 年度中途解散分

合　計
平本　英司
伊藤　勝也
陶　　範昭
加村　博志

萩　由美子
児玉　敬三
小西　眞人

亀山　弘道
高木　武子
中重　伸夫
中村　芳雄
分野　達見

正田　洋一
谷杉　義隆
岡本　純祥
梅本　秀明

岡　　富雄
徳重　政時
政平　智春
新元　　昭
七川　義明
仁ノ岡範之

松浦　良一
荒井　静彦
力田　忠七

安藤　志保 寺田　元子
新生

クラブ 1
新生

クラブ

５月 11 日
解散

８月 11 日
解散

政務活動費交付額① 1,325,000 900,000 1,500,000 1,300,000 1,400,000 525,000 300,000 300,000 ☆ 150,000 ☆ 400,000 8,100,000
資料作成費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
資料購入費 22,140 58,968 0 210,895 313,928 42,595 24,624 89,611 0 7,000 769,761
研修会議費 5,000 19,100 50,000 40,000 0 30,000 95,500 2,000 0 0 241,600
活動旅費 924,887 563,200 1,448,380 604,160 959,880 428,295 81,240 2,660 0 0 5,012,702
事務費 83,877 1,296 1,620 5,528 71,343 24,110 648 20,552 57,388 86,678 353,040
支出合計② 1,035,904 642,564 1,500,000 860,583 1,345,151 525,000 202,012 114,823 57,388 93,678 6,377,103
返還額（①－②） 289,096 257,436 0 439,417 54,849 0 97,988 185,177 92,612 306,322 1,722,897
執行率（％） 78.2 71.4 100.0 66.2 96.1 100.0 67.3 38.3 38.3 23.4 78.7 


